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す
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を
送
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す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
本
ジ
ョ
ー
ジ
君
提
出
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
勤
労
控
除
の
基
礎
控
除
の
全
額
控
除
額
に
関
す
る
再
質

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
等
」
と
は
、
御
指
摘
の
「
全
額
控
除
額
」
の
見
直
し
の
経
緯
で
あ
る
。 

二
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

先
の
答
弁
書
（
令
和
八
年
七
月
十
日
内
閣
衆
質
二
二
一
第
二
四
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

「
生
活
保
護
を
受
け
ず
に
働
い
て
い
る
低
所
得
者
と
の
公
平
性
の
観
点
等
か
ら
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
の

は
、
御
指
摘
の
「
全
額
控
除
額
」
の
見
直
し
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
先
の
質
問
主
意
書
（
令
和
八
年
六
月
三
十
日
提
出
質

問
第
二
四
号
）
で
御
指
摘
の
「
物
価
上
昇
率
や
賃
金
上
昇
率
及
び
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
引
上
げ
の
状
況
」
の
み
を
踏
ま
え

た
検
討
を
行
う
の
で
は
な
く
、
「
生
活
保
護
を
受
け
ず
に
働
い
て
い
る
低
所
得
者
と
の
公
平
性
の
観
点
等
」
か
ら
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
旨
を
お
示
し
す
る
た
め
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
全
額
控
除
額
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
「
生
活
保
護
を
受
け
ず

に
働
い
て
い
る
低
所
得
者
と
の
公
平
性
の
観
点
等
」
か
ら
の
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね

の
「
時
期
」
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 



 

２ 

 

二
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
等
」
と
は
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者

の
自
立
の
助
長
に
ど
の
程
度
効
果
的
か
と
い
っ
た
観
点
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

前
回
答
弁
書
に
お
い
て
述
べ
た
「
「
物
価
上
昇
率
や
賃
金
上
昇
率
及
び
所
得
税
の
基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ
の
状
況
」
の

み
「
を
踏
ま
え
た
全
額
控
除
の
見
直
し
」
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
の

「
時
期
」
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


